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紹介文 

外科は、外科治療およびがん治療における標準治療の確立と先進医療の開発をめざし

て、以下の方針に基づいて臨床および研究を行ってきました。 

 

1) 専門性および先進性の高い医療 

2) 医療の質の向上とチーム医療の推進 

3) 標準治療の確立と臨床共同研究の推進 

4) 各種がんに対する集学的治療の推進 

5) 外科手術の改善と向上 

6) 周術期管理の改善と向上 

 

毎年、多くの学会発表、論文発表、司会および講演を行っています。若手医師も積極

的に研究発表と論文発表を行ってくれました。熱心に若手指導を行ってくれたスタッ

フ各位の努力のおかげです。今後もより一層皆で精進していこうと思います。 
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防法の開発。第 76 回日本消化器外科学会総会、京都・WEB、2021 年 7 月 9 日 

 

竹野淳、益澤徹、勝山晋亮、北原知洋、平木将之、桂宜輝、大村仁昭、畑泰司、武田

裕、村田幸平：上部消化管癌フレイル患者への術前栄養およびリハビリ指導の取り組

み。第 76 回日本消化器外科学会総会、京都・WEB、2021年 7 月 8 日 

 

竹野淳、益澤徹、勝山晋亮、新毛豪、河合賢二、平木将之、桂宜輝、大村仁昭、畑泰

司、武田裕、村田幸平：日常臨床における食道癌に対するニボルマブ治療の成績。 第

75 回日本食道癌学会学術集会、東京・WEB、2021 年 9 月 23 日 

 

竹野淳、益澤徹、勝山晋亮、新毛豪、河合賢二、北原知洋、平木将之、桂宜輝、大村

仁昭、畑泰司、武田裕、村田幸平：食道亜全摘術後体重減少に関する因子の検討。第

36 回日本臨床栄養代謝学会学術集会、神戸・WEB、2021年 7 月 21 日 

 

竹野淳、本告正明、土岐祐一郎：StageⅣ胃癌に対する Conversion therapy の予後因子解

析多施設共同研究の結果から。JDDW2021、神戸、2021年 11 月 6 日 

 

Takeno A, Hirao M, Hamakawa T, Yanagisawa K, Toshiyama R, Miyo M, Takahashi Y, Sakai 

K, Gotoh K, Miyazaki M, Kato T：The prognostic outcome of conversion surgery for cStage 

Ⅳgastric cance 。第 94 回日本胃癌学会総会、横浜・WEB、2021 年 3月 3 日 

 

Motoori M, Yamamoto K, Kishi K, Takeno A, Masuzawa T, Hara H, Hamakawa T, Nakahara 

Y, Sugimura K, Omori T, Kurokawa Y, Fujitani K, Doki Y：Prognostic factors of gastric 

cancer treated with neoadjuvant chemotherapy followed by surgery。第 94 回日本胃癌学会総

会、横浜・WEB、2022年 3 月 4 日 

 

杉村啓二郎、益澤徹、竹野淳、勝山晋亮、新毛豪、池島遼、河合賢二、平木将之、桂

宜輝、大村仁昭、畑泰司、武田裕、村田幸平：tageⅣ胃癌に対する conversion surgery 

の検討。第 94 回日本胃癌学会総会、横浜・WEB、2022 年 3 月 4 日 

 

三宅正和、三代雅明、高橋佑典、宮崎道彦、加藤健志、浜川卓也、酒井健司、西川和

宏、宮本敦史、平尾素宏：下部消化管外科手術領域における ICG 蛍光観察の臨床応

用。第 76 回日本消化器外科学会総会、京都・WEB、2021年 7 月 8 日 

 



土井貴司、高見康二、栗山啓子、森清：臨床的に偽陽性の肺門縦隔リンパ節腫脹を伴

い、肺主病巣が縮小と増大の経過をした混合型小細胞癌の 1 例。第 38 回日本呼吸器外

科学会学術集会、WEB、2021 年 5月 20 日 

 

土井貴司、高見康二、小河原光正、木村剛、宮本智、安藤性實、森清、井上敦夫：診

断に苦慮した肺癌 S2 区域切除後に認めた肺切離断端部結節の 1 例。第 62 回日本肺癌

学会学術集会、横浜、2021 年 11 月 26 日 

 

八十島宏行、今村沙弓、大谷陽子、水谷麻紀子、井上敦夫、森清、眞能正幸、増田慎三：
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也、後藤邦仁、加藤健志、平尾素宏：高齢者胃癌に対する幽門側胃切除における再建



法の検討～Billroth-Ⅰ法 vsRoux-en-Y 法～。第 94 回日本胃癌学会総会、横浜・WEB、 

2022 年 3 月 3 日 

 

宮崎葉月、西川和宏、浜川卓也、俊山礼志、三代雅明、高橋佑典、酒井健司、三宅正

和、宮本敦史、加藤健志、平尾素宏：当科における食道神経内分泌細胞癌の治療成績

の検討。第 75 回日本食道学会学術集会、東京 WEB、2021年 9 月 23 日 

 

楠誓子、西川和宏、浜川卓也、三代雅明、高橋佑典、酒井健司、三宅正和、宮本敦

史、加藤健志、平尾素宏：胃全摘 Roux-en-Y 再建術後の Y 脚逆行性腸重積の 1 例。 

第 76 回日本消化器外科学会総会、京都・WEB、2021 年 7月 9 日 

 

宮原智、三宅正和、三代雅明、高橋佑典、俊山礼志、浜川卓也、酒井健司、西川和

宏、宮本敦史、加藤健志、平尾素宏：最近 5 年間に当院で施行した一時的人工肛門閉

鎖術症例 103 例の検討。第 121 回日本外科学会定期学術集会、WEB、2021 年 4月 8 

日 

 

宮原智、酒井健司、平尾素宏：脾動脈結紮，脾動脈瘤切開止血術で膵脾血流を温存し

た脾動脈瘤の 1 例。第 76 回日本消化器外科学会総会、京都・WEB、2021 年 7 月 7 日 

 

坂野悠、高橋佑典、三代雅明、三宅正和、吉龍澄子、今村沙弓、大津周、宮原智、楠

誓子、宮崎葉月、植田隆太、俊山礼志、酒井健司、浜川卓也、西川和宏、宮本敦史、

加藤健志、平尾素宏：肛門扁平上皮癌 CRT 後の皮膚浸潤を伴う腫瘍遺残に対し緩和目

的に原発巣切除を行った 1 例。第 43 回日本癌局所療法研究会、横浜・WEB、2021 年 

5 月 21 日 

 

坂野悠、西川和宏、浜川卓也、宮原智、楠誓子、宮崎葉月、植田隆太、俊山礼志、三

代雅明、高橋佑典、酒井健司、三宅正和、宮本敦史、加藤健志、平尾素宏：急速な転

移再発を認め Trousseau 症候群を合併した複合型食道神経内分泌細胞癌の 1 例。第 46

回日本外科系連合学会学術集会、東京・WEB、2021 年 6月 19 日 

 

坂野悠、西川和宏、浜川卓也、今村沙弓、大津周、宮原智、楠誓子、宮崎葉月、植田

隆太、俊山礼志、三代雅明、高橋佑典、酒井健司、三宅正和、宮崎道彦、宮本敦史、

加藤健志、平尾素宏：胃全摘術 3 日後の心肺停止に至る急性肺血栓塞栓症に対し経皮

的心肺補助装置および外科的血栓除去術により救命しえた 1 例。JDDW2021、神戸、 

2021 年 11月 6 日 

 



坂野悠、前田清、西村潤也、青松直撥、西居孝文、日月亜紀子、福岡達成、渋谷雅

常、佐井佳代、中亮子、福井康裕、黒田顕慈、米光健、櫻井克宜、玉森豊、久保尚

士、村田哲洋、清水貞利、金沢景繁：大腸全摘および回腸嚢肛門吻合術後の afferent 

limb syndrome 再燃に対して腹腔鏡下回腸嚢・回腸固定術を施行した 1 例。第 76 回日

本大腸肛門病学会学術集会、広島、2021 年 11 月 13 日 

 

大津周、三宅正和、平尾素宏：Reduced port surgery により切除した Tail gut cyst の 1 

例。第 76 回日本消化器外科学会総会、京都・WEB、2021年 7 月 7 日 

 

東山智彦、水口真二郎、高濱誠、中嶋隆、丁奎光、井口貴文、谷口卓哉、古川彩帆、

山本悟、山本良二：肺癌術後有瘻性膿胸に対して開窓術後、長期経過後に筋充填をお

こなった一例。第 62 回日本肺癌学会学術集会、横浜、2021 年 11 月 27 日 

 

今村沙弓、大谷陽子、水谷麻紀子、八十島宏行、増田慎三：HER2 陰性進行再発乳癌に

おける BRCA 変異検索の現状とオラパリブの使用経験。第 29 回日本乳癌学会学術総

会、横浜、2021 年 7 月 1 日 

 

林千恵、酒井健司、西原弘貴、原修一郎、柳澤公紀、俊山礼志、三代雅明、高橋佑

典、浜川卓也、竹野淳、後藤邦仁、加藤健志、平尾素宏：特異な転移経過を認めた腎

癌異時性胆嚢転移の一例。第 83 回日本臨床外科学会総会、東京・WEB、2021 年 11 

月 18 日 

 

梅津匡宏、浜川卓也、竹野淳、坂野悠、原修一郎、柳澤公紀、俊山礼志、三代雅明、

高橋佑典、酒井健司、後藤邦仁、加藤健志、平尾素宏：腹膜播種を伴う進行胃癌に対

し conversion surgery を行い pCR が得られた 1 例。第 94 回日本胃癌学会総会、横浜・

WEB、2022年 3 月 2 日 

 

徳永拓也、土井貴司、高見康二、小河原光正、木村剛、宮本智、安藤性實、森清、井

上敦夫：高悪性度の胎児型腺癌の 1 切除例。第 114 回日本肺癌学会関西支部学術集

会、WEB、2021 年 7 月 17 日 
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加藤健志：MSI-H 大腸癌関連演題。Precision Medicine in Colorectal Cancer Seminar、 

北海道・WEB、2021 年 4 月 13 日 

 



加藤健志：BEACON レジメンの使用経験から語るビラフトビ・メクトビの魅力。 ビ

ラフトビ・メクトビ WEB ライブセミナー、大阪・WEB、2021 年 8 月 24 日 

 

加藤健志：進行・再発大腸癌 薬物治療 Update。第 9 回 HiSCO WEB セミナー大腸

癌セミナー、大阪・WEB、2021 年 9 月 6 日 

 

加藤健志：進行再発大腸癌治療 update。大腸がんに対する病病連携の会、大阪・

WEB、2021年 10 月 7 日 

 

加藤健志：切除不能進行・再発大腸癌化学療法の最前線。大腸がん Expert Meeting in 

Okinawa、沖縄・WEB、2021 年 10 月 9 日 

 

加藤健志：がん悪液質について考える～大腸がんの治療戦略を含めて～。 エドルミズ

Web ライブセミナー、大阪・WEB、2021 年 10 月 15 日 

 

加藤健志：大腸がんとは。大腸がん WEB シンポジウム、大阪・WEB、2021 年 10 月 

31 日 

 

加藤健志：大腸癌薬物療法の最新情報について。CRC Web Seminar for Young 

Surgeon、横浜、2021 年 11 月 10 日 

 

加藤健志：進行再発大腸癌治療 update。大腸がん Meet the Experts in Tachikawa、東

京・WEB、2021 年 11月 17 日 

 

加藤健志：BEST な大腸癌治療を目指して～進行・再発大腸癌化学療法戦略を UP 

DATE～。消化器癌カンファレンス in 香川、高松、2021年 12 月 1 日 

 

増田慎三：トリプルネガティブ進行再発乳癌治療の最適化。Chugai  Breast Cancer 

Seminar-トリプルネガティブ乳癌治療について-、東京、2021 年 4 月 2 日 

 

増田慎三：原発性 HER2 陽性乳癌の治療最適化。Chugai  Breast Cancer Seminar、大阪、

2021 年 4 月 6 日 

 

増田慎三：HR 陽性 HER2 陰性 MBC の治療戦略-イブランスの使いどころ-。イブランス

発売 3 周年記念講演会 in OKAYAMA（WebEX）、大阪、2021 年 4 月 14日 

 



増田慎三：乳癌治療における最新の話題。Breast Cancer Meeting、東京、2021 年 4月 16

日 

 

増田慎三：1 次治療のエビデンスレビューと post CDK。イブランス発売 3 周年記念 Web

セミナー in Osaka、大阪、2021 年 4月 28 日 

 

増田慎三：ホルモン受容体陽性進行再発乳がん～イブランスの最良の使いどころ～。豊

川市 ABC セミナー NEXT、大阪、2021 年 5 月 14 日 

 

増田慎三：イブランスの期待と役割～HR 陽性 HER2 陰性 MBC1 次治療のキードラッグ

からエッセンシャルドラッグへ～。ファイザー インターネットシンポジウム JOIN 

2021、大阪、2021 年 5月 17 日 

 

増田慎三：HR陽性HER2陰性MBCの治療戦略-イブランスの使いどころ-。Josai Advanced 

Breast Cancer Internet Seminar 2021 ～Spring～、大阪、2021 年 5 月 19日 

 

増田慎三：原発性 HER2 陽性乳癌治療の最適化 2021」。Chugai Breast Cancer Symposium、

大阪、2021年 5 月 26 日 

 

増田慎三：トリプルネガティブ進行再発乳癌治療の最適化。CHUGAI BREAST CANCER 

SYMPOSIUM in Johoku、東京、2021 年 5 月 27日 

 

増田慎三：HR 陽性 HER2≫陰性 MBC の治療戦略-イブランスの使いどころ-。Breast 

Cancer Symposium in Mie 2021、大阪、2021 年 5月 28 日 

 

増田慎三：発売 1 年を振り返って。Breast Cancer Forum 2021 -エンハーツの発売 1 年を

振り返る-、2021 年 6 月 26 日 

 

増田慎三：進行・再発トリプルネガティブ乳がん治療を考える。第第 29 回 日本乳癌検

診学会学術総会 イブニングセミナー7、神奈川、2021 年 7 月 1 日 

 

増田慎三：進行再発乳癌治療における“知考動”。第 29 回日本乳癌学会学術総会 ラン

チョンセミナー6、横浜、2021 年 7月 1 日 

 

増田慎三：乳癌死ゼロをめざして～エビデンスからの考動～2021。第 29 回日本乳癌学

会学術総会 ランチョンセミナー23、横浜、2021 年 7 月 3日 



 

増田慎三：HR 陽性 HER2 陰性 転移再発乳癌の治療戦略。栃木オンライン乳癌サミッ

ト、大阪、2021 年 7 月 13 日 

 

増田慎三：乳がん治療の今後の展望と臨床試験について。保険薬局 Oncology Seminar・

乳がんシリーズ研修、大阪、2021年 7 月 21 日 

 

増田慎三：HR陽性HER2陰性MBCの治療戦略～イブランスの使いどころ。Breast Cancer 

Expert Meeting、大阪、2021 年 8 月 5 日 

 

増田慎三：進行再発 TNBC 治療。CHUGAI BREAST CANCER FORUM 2021、東京、2021

年 9 月 8 日 

 

増田慎三：HR 陽性 HER2 陰性 MBC の治療戦略～イブランスの使いどころ～。Classroom 

Web Symposium、大阪、2021 年 9 月 14 日 

 

後藤邦仁： 肝細胞癌治療の最前線を考える会、 阪・WEB、2022 年 3 月 30 日 

 

竹野淳： Gastric Cancer Web Seminar、大阪 WEB、2021 年 11 月 26 日 

 

竹野淳： ETHICON Safety Use Training ～Harmonic ACE+ 、東京、2022年 2 月 26 日 

 

八十島宏行：イブランス 3 年間の使用経験と今後。イブランス発売 3 周年記念 Web セ

ミナー in Osaka、大阪、2021 年 4月 28 日 

 

八十島宏行：イブランス発売から 4 年間を振り返った現状と今後。乳腺クリニック懇話

会、大阪、WEB 開催、2022 年 3 月 12 日 

 

八十島宏行：ＨＥＲ2 陽性周術期治療について。Breast Cancer Special meeting、大阪、

2022 年 3 月 24 日 

 

水谷麻紀子：転移再発乳がんの治療について。保険薬局 Oncology Seminar・乳がんシリ

ーズ研修、大阪、2021年 5 月 19 日 

 

浜川卓也、竹野淳、柳澤公紀、俊山礼志、三代雅明、高橋佑典、酒井健司、後藤邦

仁、加藤健志、平尾素宏：腹腔鏡下胃切除術を快適に行うための工夫：術前準備によ



る共通認識の形成と術中のちょっとした工夫。第 34 回近畿内視鏡外科研究会、 

WEB、2021年 9 月 25 日 
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加藤健志：薬物療法セッション大腸癌薬物療法について。CRC Surgical Oncologist 

Seminar、東京、2021 年 6 月 11 日 

 

加藤健志：大腸がんの治療（手術・くすり）はどうするの？。大腸がんオンライン市

民公開講座 専門医から聴く大腸がんのおはなし、東京・WEB、2021 年 7 月 11 日 

 

加藤健志：薬物療法セッション大腸癌薬物療法について。CRC Surgical Oncologist 

Seminar、東京、2021 年 7 月 16 日 

 

後藤邦仁：肝胆膵外科診療における最近のトピックス。第 52 回法円坂地域医療フォー

ラム、大阪・WEB、2021 年 6 月 12 日 

 

竹野淳：上部消化器癌に対する MIS（Minimally Invasive Surgery）について」～腹腔

鏡からロボットまで～。布施医師会・法円坂フォーラム、WEB・大阪、2021 年 5 月 

22 日 

 

竹野淳：HER2 陽性進行胃癌に対する薬物療法の新展開。Gastric Cancer Web Seminar、 

WEB・大阪、2021 年 7月 30 日 

 

浜川卓也：DIC を合併した胃癌患者に対する治療経験。第 33 回大阪 DIC 研究会、大

阪 WEB、2021 年 6 月 2日 

 

浜川卓也：DIC を合併した胃癌患者に対する治療経験。Cancer Coagulation Conferene in 

Osaka、大阪 WEB、2021 年 8 月 25 日 

 

浜川卓也：重症 COVID-19 患者に対する栄養管理と NST 介入。第 8 回消化器癌栄養療

法セミナー、横浜・WEB、2021 年 10 月 22 日 

 

高橋佑典：スコピストのポイント。第 2 回腹腔鏡下 S 状結腸切除を学ぶ会、大阪

WEB、2021年 5 月 7 日 

 



高橋佑典：大腸癌手術×薬物療法 薬物療法も定型化が決め手！。Lilly CRC WEB 

Conference、東京 WEB、2021 年 5月 11 日 

 

高橋佑典：大阪医療センターにおける大腸技術認定取得のための取り組み。第 3 回腹

腔鏡下 S 状結腸切除を学ぶ会、大阪、2021 年 5 月 21 日 

 

高橋佑典：大腸がんに対するロボット支援手術について。第 3 回腹腔鏡下 S 状結腸切

除を学ぶ会、大阪・WEB、2021 年 10 月 31 日 

 

高橋佑典：エネルギーデバイスの基礎知識。第 3 回腹腔鏡下 S 状結腸切除を学ぶ会、 

大阪、2021年 12 月 17日 

 

高橋佑典：腹腔鏡下 S 状結腸切除術、当院の指導法。第 3 回腹腔鏡下 S 状結腸切除を

学ぶ会、大阪、2022 年 2 月 18 日 

 

三代雅明：大腸技術認定合格における術者の役割。第 3 回腹腔鏡下 S 状結腸切除を学

ぶ会、大阪・WEB、2021 年 9 月 18 日 

 

林千恵：転移性トリプルネガティブ乳癌に対する薬物治療後に原発巣切除で CR を維持

している 1 例。第 640 回 大阪外科集談会、WEB 開催、2022 年 1 月 29 日 

 

梅津匡宏、酒井健司、後藤邦仁、柳澤公紀、俊山礼志、三代雅明、高橋佑典、浜川卓

也、土井貴司、竹野淳、加藤健志、高見康二、平尾素宏：増大する膵神経鞘腫に対し

て外科的治療を行った一例。第 641 大阪外科集談会、大阪・WEB、2022 年 3 月 19 日 

 

宮崎道彦、山田真美、田中玲子、三宅正和、高橋佑典、三代雅明、加藤健志、平尾素

宏：男性間性交渉者の肛門尖圭コンジローマの治療。第 118 回近畿肛門疾患懇談会、 

大阪、2021年 7 月 10 日 
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酒井健司： 第 51 回専門医を目指す消化器外科セミナー、大阪、202 年 12 月 17日 

 

B-9 

高見康二：DOCTOR's FRAP。FM 大阪 LOVE FLAP、大阪、2022 年 2月 17 日 

 

加藤健志： DOCTOR's FRAP。FM 大阪 LOVE FLAP、大阪、2021 年 9月 2 日 



 

後藤邦仁：DOCTOR's FRAP。FM 大阪 LOVE FLAP、大阪、2021 年 7月 15 日 

 

竹野淳：DOCTOR's FRAP。FM 大阪 LOVE FLAP、大阪、2021 年 6 月 3日 

 

八十島宏行：DOCTOR's FRAP。FM 大阪 LOVE FLAP、大阪、2022年 01 月 06日 

 


